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概要 

対象: 2024 年 12 月に実施されたクリエイティブイベント（CREV）参加者への Web 調査（有効回答 90 件）。 

方法: 一般参加者・クリエイター双方に対し、CREV における満足点・不満点や実施したい活動を自由記述

式で収集。計 2,611 件の記述を KJ 法で分類し、評価構造を作成・分析。 

目的: CREV の現状把握と今後の発展に向けた基礎資料を得ること。 

主な成果 

一般参加者 

満足要因: 「多なイベント内容」「交流」「雰囲気」など。 

不満要因: 参加人数による「過密状態」や運営に関わる「スケジュール設計の不適切さ」など。 

クリエイター 

満足要因: 「ファン交流」「作品頒布」が中心。「ファン交流」を通じた直接的なフィードバックが一般参加

者とクリエイター双方の創作意欲を刺激し、創作の循環を形成する。 

不満要因: 顕著な項目は少ないが、「客の奪い合い」など競争環境への不満が見られる。 

共通点と相違点 

共通点: 「交流」が双方にとって重要。運営面（混雑、スケジュール）への不満も共通。 

相違点: 一般参加者は多面的な満足要因を持ち、クリエイターは交流・頒布に集中。 

意義 

1.CREV は娯楽と教育価値を融合した文化装置として機能。 

2.参加者とクリエイターの相互作用が創作の好循環を生み出す。 

3.課題解決には「参加体験の質向上」と「創作支援」の両立が必要。 

4.今後は定量的調査による因果関係の検証を予定。 
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